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数例しか報告されていない。叉との発生機序は明ら
かにされていないが，不消化物の過食，それに私の
症例は虫垂切除後の癒着，麻薬の連用等が発生機序
に与っていると息われる。 
23.腹部腫躍の興味あ答症例
浦部嘉夫(北条地方国保病院〉 
(1)横行結腸癌の 1例 • 
当時 59才，男，昭和 30年 2月1日腸切除術施行。
組織学的に腺癌を認めた，結腸各部の癌発生頻度を
みると横行結腸は 8---11%で比較的稀なものであ
る。患者は現在健康。 
(2)盲腸部憩室炎の 1例
当時 16才，女，昭和 28年8月5日，急性虫垂炎
の診断の下に手術，盲腸部に鶏卵犬腫癌を認め，廻
盲部切除。組織学的に小豆大の仮性憩室を中心とし
た腫癌で炎症著明，盲腸部の憩室は比較的稀なもの
である。 
(3)左側ゼミノーム茎捻転兼右側鼠践ヘルニヤ兼
右側停留畢丸の 1例
当時 37才，男，昭和 28年4月10日手術，左側ゼ
ミノームは超鷲卵大で、時計の方向に 2まわりの茎捻
転， これを摘出，鼠践へノレニャ，停留畢丸根治手術
施行，患者は現在健康である。ゼミノ{ムを組織学
一的に検索した。 
24.開業十年の失敗談
宝積栄
第 1例， 25才主婦，慢性虫垂炎の再発で開腹，意
外に癒着がひどく，其の上運悪く術中停電(当時頻
発〉となり手術続行不能。切除出来なかったこと 
を，正直に告げ、なかったばっかりに共の後絶えず良
心に責められ， 6年後患者が他病院で開腹，無い筈
のアッペが出て来て，ひどく叱られたり，安堵した
り。第2例， 32才男子，急性虫垂炎根治手術後腸麻 
25.胃及び十二指腸潰虜の急性穿孔症 36例の
統計的観察
渡辺四郎
昭和 22年 7月以降本年 6月末迄に成田日赤及び
木更津君津病院に於て，胃及び十二指腸潰蕩の急性
穿孔症36例を経験した。その年令分布は最高 67才
より最低 16才迄である。穿孔部位は胃穿孔 20例に
対し，十二指腸穿孔 16例で、ある。穿子しより手術迄の
経過時間は最低4時間，最高 144時間。以上 36例
に対し，患者の全身状態を重視して， '1)根治手術
(潰凄，穿子し部を含む胃及び十二指腸切除) 18例，
2)蹟置的胃切除 8例， 3)穿孔部の縫合閉鎖，排膿 
10例行った。直接死亡例は 5例であった。之を手術
迄の経適時間より見ると，極初期 (0---6時間)4例
(死亡なし)，初期 (6~12 時間)'9 例 (2øm亡)，
中間期(l2~25 時間) 13例 (1例死亡)， 晩期 (24
時間以上)10例 (2例死亡)，死亡率は 13.9%であ
った。 
26.先天性胆道閉塞症の 1例
福間誠吾
生後6カ月の男児，高度黄痘，無胆汁便を主訴と
して来院，。一般状態は発育略正常なるも著明寅痘
(モイレシグラハト 105x)，中等度賛血 (Hb.70%)
を示す。肝は硬く高度肥大，牌腫を蝕知，肝機能中
等度障害を示す。出血援団時間 プロトロシピシ時y
間から見られる出血性素因は明らかでなし、。輸血，
補液， Vit. B.C. K.投与等の前準備の下に開腹。
胆嚢は糠痕性萎縮を示し，穿刺により少量の透明粘
液を証明。其の他の肝外胆道は凡て鉛筆芯大の索状
となり，完全閉塞を示す。肝は暗緑色に著明硬化肥
大，表面結節性。牌腫は Stauungsmi1zの状態。
上記所見により肝の試験切除のみに終る。
肝の組織学的所見は CholangiolitischeStau-
ungsikterusであり，肝硬愛の前段階と見られる。
痔からか，イレウスを起し，自然ガス僅かながらあ。術後，腹水瀦溜高度，賞痘増強せるも，肝障害比較
るところから，対症療法に希望を継ぎ，再手術され
た時は既に手遅れで，患家の不信を招し、たことであ
る。本件は剖検の結果，異常の癒着，其他胸膜腔，
心嚢の浸出液多く，何か異常素質を想わせるものが
あった。
最後に 31才の気管支哨息患者に頚動脈悲劇出手
術を施行し，術後 10年の経過を観察(患者供覧)，極 
めて劇しかった発作が，術後 2年より軽快，こ L数
年は全く発作を見ず感謝されている'例を附加した。
的軽度のため 1カ月後なお生存しあり。
木例は Grossの第4の閉塞型にして，外科的適
応から除外される例であった。
27.胆道炎症の結石有無の診断におけ.Q胆汁
の結品析出にワいて
潜水民之助
昭和 30年の外科学会において，三宅教授等は胆
道結石の症例で，アトニン法で採取した十二指腸液
